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NIGHT FLIGHTChapter 2「風」を読む
なぜ同じ日に、上がる株と下がる株があるの？
Chapter 1では、日経平均やTOPIXを使いながら、**「市場という空全体」**を眺めました。
しかし、市場全体が上がっている日でも、すべての株が同じように上がるわけではありません。
上がる株がある。
下がる株もある。
ほとんど動かない株もある。
では、なぜ同じ日に、これほど違いが生まれるのでしょうか。
Chapter 2では、その理由を探すために、飛行機の周りに吹いている**「風」**を見ていきます。
株価だけを見ていると、飛行機しか見えない。
でも、飛行機の動きを理解するには、風を見なければならない。

🌅 東京市場の朝
朝、東京市場が始まりました。
自動車株は上がっている。
電力株は下がっている。
銀行株は強い。
半導体株は少し元気がない。
同じ日本の株式市場なのに、飛行機はそれぞれ違う方向へ動いています。
「どうして、同じ市場なのにこんなに違うの？」
その答えを探すため、まずは市場の空に吹いている三つの風を見てみましょう。

① 💱 為替という風
ニュースで、こんな言葉を聞いたとします。
「ドル円相場が1ドル150円から155円へ動き、円安が進みました」
円安は、輸出企業にとって追い風になりやすいといわれます。
海外で得たドルを円に換えたとき、円で見た売上や利益が大きくなりやすいからです。
また、日本で生産した製品が、海外で価格競争力を持ちやすくなる場合もあります。
一方、海外から原材料や製品を仕入れている企業にとっては、輸入コストが増える可能性があります。
こちらには、円安が向かい風になることがあります。
つまり、
同じ風でも、飛んでいる方向によって、追い風にも向かい風にもなる。
これが、為替を見るときの第一のポイントです。
「円安だから株価が上がる」
「円高だから株価が下がる」
と一つに決めることはできません。
大切なのは、
誰にとっての円安なのか。
という視点です。
円安・円高が、輸出企業、輸入企業、家計へどのような影響を与えるのかを観察します。
🟢 初級 → 🔵 中級 → 🔴 上級

② 🏦 金利という風
次は、金利です。
ニュースで、
「金利が上昇しました」
と伝えられたとします。
金利上昇は、銀行にとって追い風になることがあります。
預金などで集めたお金と、企業や個人へ貸し出すお金との金利差、いわゆる「利ざや」が改善するという期待が生まれるためです。
一方、借入金の多い企業では、支払う利息が増える可能性があります。
住宅や不動産など、借入を利用することの多い分野にも影響します。
さらに、現在の利益よりも将来の成長を期待され、高い株価がついている成長株にとっても、金利上昇が向かい風になる場合があります。
ここでも、
「金利上昇＝株安」ではありません。
銀行には追い風になるかもしれない。
借入金の多い企業には向かい風になるかもしれない。
成長株の評価にも影響するかもしれない。
見るべきなのは、
その金利上昇が、誰の利益や費用を変えるのか。
ということです。
金利の変化が、銀行、借入金の多い企業、成長株、不動産へどのように伝わるのかを追いかけます。
🟢 初級 → 🔵 中級 → 🔴 上級

③ 🛢️ 原油という風
三つ目は、原油です。
原油価格が急上昇したとします。
資源開発や石油関連の企業には、収益改善への期待が生まれ、追い風になる可能性があります。
しかし、航空会社や運輸会社では、燃料費の上昇につながることがあります。
化学会社では、原材料コストが増える場合があります。
電力会社も、どの燃料を使っているかによって影響を受ける可能性があります。
だからNIGHT FLIGHTでは、
「原油が上がった」
だけで観測を終えません。
次に、こう考えます。
「その風を正面から受ける飛行機は誰だ？」
原油価格という同じ風でも、企業によって受ける影響は異なります。
原油価格の変化が、資源、航空、運輸、化学、電力などへどのように広がるのかを確認します。
🟢 初級 → 🔵 中級 → 🔴 上級

🌪️ 市場では、複数の風が同時に吹く
実際の市場では、為替、金利、原油が一つずつ順番に動くわけではありません。
例えば、
円安
＋
金利上昇
＋
原油高
が同時に起きることもあります。
この場合、自動車会社には円安が追い風になるかもしれません。
しかし、原材料やエネルギー価格の上昇は、向かい風になるかもしれません。
銀行には金利上昇が追い風になっても、景気悪化への懸念が強まれば、別の向かい風が吹くこともあります。
つまり、市場の空には一方向の風だけではなく、
複数の風が、異なる方向から同時に吹いている。
ということです。
さらに、風は互いに独立しているとは限りません。
原油高が物価を押し上げ、その物価上昇が金利を動かし、金利の変化が為替を動かすことがあります。
原油という風が、金利という風を生み、さらに為替という風へ伝わる。
市場では、複数の風が同時に吹くだけでなく、一つの風が次の風を生み出すこともあるのです。
これが、Chapter 2で最も伝えたいポイントです。

🌬️ 「良い風・悪い風」は存在しない
円安は良い。
円高は悪い。
金利上昇は悪い。
原油高は良い。
市場をこのように一つの言葉で判断すると、見落とすものが増えてしまいます。
市場全体にとって、絶対的な「良い風」「悪い風」があると考えるのではなく、
どこから吹いているのか。
どのくらい強いのか。
どの飛行機が影響を受けるのか。
を見ることが大切です。
同じ風でも、追い風になる企業がある。
向かい風になる企業もある。
ほとんど影響を受けない企業もあります。
だから、同じ日に上がる株と下がる株が生まれるのです。

🧭 FLIGHT QUESTION
ここで、風向きを考える簡単な問題です。
今日、突然「円高」になりました。
次の三つにとって、円高は追い風でしょうか。それとも向かい風でしょうか。
A｜輸出企業
B｜輸入企業
C｜海外旅行関連
少しだけ、自分で考えてみてください。

✈️ 考え方のヒント
A｜輸出企業
一般的には、円高が向かい風になることがあります。
海外で得たドルを円に換えたとき、円で見た売上や利益が小さくなりやすいためです。
海外での価格競争力が低下する場合もあります。
B｜輸入企業
一般的には、円高が追い風になることがあります。
同じ量の原材料や製品を、以前より少ない円で輸入できる可能性があるためです。
C｜海外旅行関連
海外旅行をする人にとっては、円高が追い風になりやすいと考えられます。
円の購買力が高まり、海外での宿泊費や買い物代が相対的に安くなる可能性があるためです。
ただし、実際の企業への影響は、為替予約、海外生産、価格転嫁、仕入れ方法などによって変わります。
大切なのは、答えを暗記することではありません。
風向きを、自分で考えられるようになること。
それが、この問題の目的です。

🔁 RE-FLIGHT
もう一度、違う高度から飛んでみませんか？
今回登場した三つの「風」も、理解度に合わせて飛ぶ高度を選べます。
🌬️ 01｜為替という風
円安・円高が、輸出企業、輸入企業、家計へどのような影響を与えるのかを観察します。
🟢 初級 → 🔵 中級 → 🔴 上級
【為替の学習リンク】
🏦 02｜金利という風
金利の変化が、銀行、借入金の多い企業、成長株、不動産へどのように伝わるのかを追いかけます。
🟢 初級 → 🔵 中級 → 🔴 上級
【金利の学習リンク】
🛢️ 03｜原油という風
原油価格の変化が、資源、航空、運輸、化学、電力などへどのように広がるのかを確認します。
🟢 初級 → 🔵 中級 → 🔴 上級
【原油の学習リンク】
一度で全部読む必要はありません。
今日は🟢初級。
仕組みをもう少し知りたくなったら🔵中級。
ニュースから企業への影響を自分で判断したくなったら🔴上級。
読者自身が、飛ぶ高度を決めます。
※為替・金利・原油について、それぞれ初級・中級・上級の学習ページを用意しています。気になる風から、自由に高度を選んでください。

🛬 Chapter 2・LANDING
Chapter 1では、市場という空全体を見ました。
Chapter 2では、その空に吹いている風を見ました。
為替という風。
金利という風。
原油という風。
同じ風でも、企業によって追い風にも向かい風にもなります。
そして実際の市場では、複数の風が同時に吹いています。
さらに、一つの風が次の風を生み出し、市場の空全体を変えることもあります。
だから私たちは、
「円安だから上がる」
「金利上昇だから下がる」
と決めつけるのではなく、
どの風が、どの企業へ、どの方向から当たっているのか。
そして、
その風が、次にどの風を生み出すのか。
を考えます。
株価だけを見ていると、飛行機しか見えません。
しかし、飛行機の動きを理解するためには、その周りに吹く風を見る必要があります。

✈️ NEXT FLIGHT
為替、金利、原油という風が吹くと、お金はその風を感じて移動し始めます。
では、その風を感じたお金は、実際にどこへ向かうのでしょうか。
銀行から成長株へ。
成長株から資源株へ。
株式から国債、金、あるいは別の資産へ。
風向きが変わると、資金は次の居場所を探して移動し始めます。
Chapter 3では、
「飛行機は資金」
という視点から、市場の中を移動するお金を追いかけます。
「では、その風を感じたお金は、実際にどこへ飛んでいくのか？」
次のフライトで、一緒に観測してみましょう。
🌌 寄り道研究所がお送りしました。
NIGHT FLIGHTChapter 2「風」を読む
本日の飛行は、ここまでです。

※本記事は、市場や経済を観察し、考えることを目的とした読み物です。特定の金融商品・銘柄の売買を推奨するものではありません。

※ 本作品のホームページの関連シリーズはこちら
https://nightflight-nas.tail46fc08.ts.net/Index.html ↗
　　　　　　　　　※ ※ ※
※本記事の関連リンク（サイドストーリー導線）はこちら。
　　https://mmhaic-cloud.github.io/HK-DS/ ↗
本編・外伝・制度編は、すべて同一世界観に帰属します。
　　　　　　　　　※ ※ ※
※ 本作品と世界観を共有する関連シリーズはこちら
https://mmhaic-cloud.github.io/lux01-ai-minister/ ↗
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